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 論文審査結果の要旨
 韓国では書くから森林が極度に利用きれ,地力がいちじるしぐ低下しているので,どのような樹
 木を植えれば森林土壌を肥沃にできるかということが,造林上重要な問題と攻っている。金遵敏は
 このような問題を解決するために,韓国の各地に残っている寺院の境内林や学術保護林などに,各
 種の森林型のものを選んで・植物生態学の立場から土壌の研究を沿こなった。
 調査地として乾燥・冷涼の光陵かよび伽椰,温暖,湿潤の智異諭よび海南の4ケ所を選んだ。こ
 れらの地で森林の種類組成を調らべ,乾燥,冷涼の地にはアカマツ林,モンゴリナラ林,アカシデ
 林などがあり,温暖,湿潤の地には,これらのほかヤブツバキ林やアカガシ林があることを知った。
 これら各森林の土壌を乾季と雨季とに採取し,pIL腐植量,塩基置換能,置換塩基,硝酸態窒
 素,アンモニア態窒素,有効燐酸,履換石灰,加里・マグネシウムなどを安法によって測定した。
 これらのうち雨季にも減少しないものは,檎楠、塩基麗換能,アンモニア態窒素,有効燐酸,置換.
 塩基齢よび石灰であることを確認し,これらを森林土壌の養分保有能を判定する測度とした。
 この養分保有能を各種の森林土壌で比較して見ると,ある一つの林型が4調査地の総てで同一の
 価を示すことは少く,かなりの程度に気候条件に支配きれることを知った。例えばモンゴリナラ林
 の養分保有能は温暖地で高く,腐植の分解が気温に比例することを示した。しかしアカマツ林では
 腐植の分解が必ずしも気温に左右されなかった。
 しかし一般的には落葉広葉樹林土壌が針葉樹林土壌にぐらべて,養分保有量が高いので,落葉広
 葉樹の代表としてモンゴリナラ,針葉樹の代表としてアカマツを選らんで,これらの落葉中の養分
 含量を測定したところ,前者が後者にぐらべてかなりに高い価を示した。これは落葉中の養分含量
 が森林土壌の養分保有量に比例することを示している。
 すなわち,この研究は韓国における森林土壌の養分保有能を判定するための測度としての諸性質
 を決定し,さらに生態系に沿ける物質循環の状態をかなりの程度まで明かにしたもので,植物生態
 学の立場から見て価値の高いものである。
 また参考論文10編は植物の発芽,呼吸,寿よび土壌養分について,植物生態学的な研究をおこな
 つだもので,とくに樹木と土壌との間の燐酸の循環について行った研究は優れた内容をもっている。
 以上から審査員一同は金遵敏提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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